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「だんじりがまちを練り歩く」 

●高尾山創造の森（府民参加の森） 

　今年も１１月の第１日曜日（５日）に、「総合ス

ポーツ公園」で参加総数４,５００人を超える小学校区

対抗の「市民スポーツフェスティバル」が開催され

ました。 

　手づくりの応援旗やおそろいのバンダナなどで趣

向を凝らした入場行進で幕が開き、競技的なものか

ら誰でも気軽に参加できるレクリエーション的なも

のまでバラエティーに富んだ種目が行われ、幼児か

ら高齢者、障害者の方まで楽しく１日を過ごされま

した。また、フィナーレの「１,２００ｍ対抗リレー」

になると、各地区応援席では全員が総立ちの応援合

戦となり、会場全体が大歓声に包まれました。 

　このフェスティバルは、地域コミュニティ意識の

高揚やスポーツ・レクリエーションの振興を目的と

し、「なみはや国体」翌年の平成１０年から、市民

手づくりの大運動会として、それまでの市民運動会

から衣替えし再スタートしたものです。 

　開催にあたっては、市内１７小学校の各校区にお

いて、学校はもとより町会・自治会をはじめ各種団

体の方からなる地区委員会が組織され、前年の反省

からはじまり、参加者の募集や当日の応援席の設営・

片付けにいたるまでほぼ１年間をかけた活動が行わ

れ、当日は、大会本部役員とともに約５００名の地区

委員で全て運営されています。 

　地域住民による手づくり大運動会として今年も無

事終えることができましたが、参加者にはすがすが

しい汗とともに、地域の人と人のふれあいを通じ、

地域コミュニティが更に醸成されています。 

　柏原市の東部、生駒山系の西向き斜面に沿って広が

る高尾山創造の森。この森は、身近に地域の自然や歴

史にふれあえる場所として未来に残そうと、地元の方々

と大阪府、柏原市が協力して整備した森です。また、

府民の方に参加していただきながら森作りを行ってい

こうということで、府民参加の森と名付けられました。

山麓から山頂にかけて、面積約27万平方メートルの一

帯には、遊歩道や展望台が設けられ、ハイキングを楽

しむことができます。斜度は30度から40度と急勾配で

すが、緑豊かな自然環境は大都市近郊にありながら、

手軽に楽しめる山歩きのポイントとして大変貴重です。 

　また、このあたりでは、いたるところに古墳が存在

し、遊歩道を巡りながら自由に見学することもできま

す。 

　森全域は、「憩いの森」、「冒険の森」、「郷土の森」、「野

鳥の森」、「ふれあいの森」の５つのエリアに分かれ、

さらに遊歩道にも「ひのきの道」や「なかよしの道」、

「いにしえの道」など、さまざまな愛称が付けられて

います。それぞれの道の分岐点には案内板が設置され

ており、道に迷わないようになっています。例えば「郷

土の森」の「いにしえの道」を歩けば多数の古墳を見

学することができます。また「ふれあいの森」にある

展望デッキからは大阪平野を一望でき、天気が良けれ

ば大阪湾も見ることができます。このような展望デッ

キは、森の中に数ヶ所設置されており、山歩きの途中

にちょっと一息つくことができるようになっています。 

　この森は大阪みどりの百選にも選ばれており、春は

桜、夏はニセアカシア、秋は辺り一面のドングリ、冬

はスイセンの群落と、四季それぞれに訪れる人々を楽

しませてくれます。また、マサキとウバメガシの植樹

で描き出した、直径35メートルの柏原市の市章モニュ

メントも見所の一つです。 

　ＪＲ柏原駅東口から東の方に目をやると、山頂付近

に大きな岩のある、ひときわ高い山を見ることができ

ます。この山が高尾山。その一帯が高尾山創造の森で

す。ぜひ、一度お立ち寄りください。 

 

■最寄り駅／近鉄大阪線　法善寺駅、堅下駅 

　　　　　　ＪＲ大和路線　柏原駅 

市民手づくりの大スポーツイベント 
　　　　　　　　「市民スポーツフェスティバル」 

▼お問い合わせ先▼ 
柏原市役所市長公室広報広聴課 

ＴＥＬ　０７２－９７２－１５０１（内線 ２４４３） 

E-mail　info@city.kashiwara.osaka.jp

● お問い合わせ先 ● 
富田林市生涯学習部スポーツ振興課 

ＴＥＬ：０７２１－２４－２２６５ 

道の横にある古墳 

案内板 


